様式　2-1-1

臨床遺伝専門医制度・研修施設　認定審査申請書
西暦　　　　年　　月　　日
臨床遺伝専門医制度委員会　殿
本施設には、複数の臨床遺伝専門医が勤務する独立した臨床遺伝医療部門があり、臨床遺伝医療に関する外来を開設しています。添付書類に記載しましたように、臨床遺伝医療に関する臨床研修は十分可能と考えますので、臨床遺伝専門医制度・研修施設としての認定を希望し、必要書類を添えて申請します。
	（フリガナ）
申請施設名
	

	同上所在地
	〒
	電話：
FAX：

	（フリガナ）
施設長　職名・氏名
	職名
	氏名
	印

	（フリガナ）
指導責任医・氏名
	所属
	職名
	氏名
	印

	指導責任医の
指導医番号
	
	認定期間
	自
	

	
	
	
	至
	

	連　絡　先
	担 当 者 氏 名 ：
所属部･課(科)名：
電話：（　　　）　　－　　　　　、FAX：（　　　）　　－　　　
E-mail：　

	登録番号*
	
	登録年月日*
	

	登録期限*
	自
	
	至
	


　　注意事項
　　　１）必ずワードファイル上で入力ください。手書きは認められません。
　　　２）*の欄は記入しないで下さい。
　　添付書類（十分な研修が可能かどうかを判断するために必要な情報となります。）
　　　・施設状況報告書（１）～（３）
　　　・施設長の証明書
　　　・研修環境調査：（１）～（２）
　　　・到達目標に準拠した臨床研修内容調査（１）～（３）

様式　2-1-2-1

施設状況報告書*（１）　（必要事項が記載されていれば別紙記載可）
臨床遺伝医療部門の名称：
臨床遺伝医療部門の責任者名（所属および職名）：
研修プログラムの責任者（指導責任医）名（所属および職名）：
臨床遺伝医療に関する専門外来の名称：
臨床遺伝医療に関する専門外来を開設していることを証明する資料を添付
臨床遺伝医療に関する専門外来のパンフレット、病院案内、病院組織図、
臨床遺伝医療に関する専門外来を撮影した写真など
ホームページがある場合はそのアドレスを記載
臨床遺伝医療に関する専門外来の予約方法、受診方法：
担当者氏名リスト（職名および役割）：
過去１年間の臨床遺伝診療実績
生殖・周産期領域に関するもの　
（　　　　）例
先天異常（症候群）をはじめとした小児領域に関するもの

（　　　　）例
腫瘍領域に関するもの
（　　　　）例
神経筋疾患をはじめとした成人領域に関するもの
（　　　　）例
その他の臨床遺伝診療
　具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　）例
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　）例
　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　）例
現在受け入れている研修者リスト（研修開始届提出日を記載）

*報告時点において該当しない項目については今後の方針をご記入下さい。

様式　2-1-2-2

施設状況報告書*（２）　（必要事項が記載されていれば別紙記載可）
臨床遺伝医療部門に勤務する臨床遺伝専門医のリスト
	氏　　名
	所属および職名
	専門医番号
（指導医は○を記載）
	専　門　分　野

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


臨床遺伝医療部門に関係する他のスタッフのリスト
	氏　　名
	職　　名
	臨床遺伝医療部門での役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


様式　2-1-2-3

施設状況報告書（３）　（必要事項が記載されていれば別紙記載可）
臨床遺伝専門医となるための研修プログラム
臨床遺伝に関する定期的な教育的行事
過去１年間に行われた教育的行事
様式　2-1-3

証　　明　　書
　本施設には、複数の臨床遺伝専門医が勤務する独立した臨床遺伝医療部門があり、臨床遺伝医療に関する専門外来を開設していることを証明します。
西暦　　　　年　　月　　日
施設名
所在地
施設長職名
施設長氏名　　　　　　　　　　　　　　公印

様式　2-1-4

研修環境調査　（必要事項が記載されていれば別紙記載可）
●臨床遺伝医療部門と関連する施設
例）臨床遺伝医療部門室、遺伝学的検査室、遺伝カウンセリング室など（具体的な名称、部屋数など）
●施設で実施可能な遺伝学的検査（該当する項目をすべてチェック、記入してください）
・染色体検査（細胞遺伝学的検査）
□委託　　□自施設
・遺伝子解析（分子遺伝学的検査）
□委託　　□自施設　
・出生前遺伝学的検査

□委託　　□自施設　

・その他の遺伝学的検査　

□委託　　□自施設　

●主要4領域に関する各種遺伝学的検査の研修環境と担当責任者
・生殖・周産期領域の遺伝学的検査  　　
□自施設内で研修指導可能　　担当責任者[            　　　  ]　

　　　　　　　　　 　　 　　□他施設と連携が必要　
→連携先および担当責任者[              　　　　　　　　　　]

・先天異常（症候群）をはじめとした小児領域の遺伝学的検査  
□自施設内で研修指導可能　　担当責任者[            　　　  ]　

　　　　　　　　　 　　 　　□他施設と連携が必要　
→連携先および担当責任者[              　　　　　　　　　　]

・腫瘍領域の遺伝学的検査  　　　□自施設内で研修指導可能　　担当責任者[            　　　  ]　

　　　　　　　　　 　　 　　□他施設と連携が必要　
→連携先および担当責任者[              　　　　　　　　　　]

・神経筋疾患をはじめとした成人領域の遺伝学的検査  
□自施設内で研修指導可能　　担当責任者[            　　　  ]　

　　　　　　　　　 　　 　　□他施設と連携が必要　
→連携先および担当責任者[              　　　　　　　　　　]

・その他の遺伝学的検査 　　 □自施設内で研修指導可能　　担当責任者[            　　　  ]　

　　　　　　　　　 　　 　　□他施設と連携が必要　
→連携先および担当責任者[              　　　　　　　　　　]

●臨床遺伝診療の主要4領域に関する研修環境について
・生殖・周産期領域に関する研修

□自施設のみで研修可能　□他施設との連携必要→具体的な方策[　　　　　　　　　　　　]

・先天異常（症候群）をはじめとした小児領域に関する研修

□自施設のみで研修可能　□他施設との連携必要→具体的な方策[　　　　　　　　　　　　]

・腫瘍領域に関する研修

□自施設のみで研修可能　□他施設との連携必要→具体的な方策[　　　　　　　　　　　　]

・神経筋疾患をはじめとした成人領域に関する研修

□自施設のみで研修可能　□他施設との連携必要→具体的な方策[　　　　　　　　　　　　]

様式　2-1-5
行動目標に準拠した臨床研修内容　（必要事項が記載されていれば別紙記載可）
研修方法
　行動目標を達するための研修方法は、以下のような項目から研修施設でのリソース（資源）保有状況に合わせて具体的に記載ください
受動的方法
　解説、講義、ミニレクチャー、見学、遺伝医学セミナーへの参加など
能動的方法
■実務研修（OJT：On the Job Training）
　病棟研修、外来研修など
■シミュレーション研修
　ロールプレイ（遺伝カウンセリングロールプレイ研修会：GCRP）、SP（模擬患者）を
用いた研修など
■自己学習
　教科書、文献検索、VTR(CD, DVD)研修、e-learning、レポート作成など
具体的には
　教科書（例：臨床遺伝専門医テキスト5冊シリーズ、トンプソン&トンプソン遺伝医学）
　e-learning（例：日本遺伝カウンセリング学会HP　生命倫理学e-learning　
日本人類遺伝学会ホームページWebCastなど）
■教育活動
　屋根瓦式研修（研修医への遺伝医学教育なども含まれます）、遺伝相談会など
■研究発表（自身が発表する）
　勉強会、講演会、院内発表会、学会、論文作成など
１．基本的態度
遺伝医療の意義、必要性を認識し、その認識に基づいた実践ができる
	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．遺伝学的診察・検査についての体系的理解
	
	

	２．自律的決定を支援する遺伝カウンセリング
	
	


２．臨床遺伝学的知識
十分な臨床遺伝学的知識を有している
	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．メンデル遺伝
	
	

	２．非メンデル遺伝
	
	

	３．細胞遺伝学
	
	

	４．分子遺伝学
	
	

	５．集団遺伝学
	
	

	６．エピジェネティクス
	
	

	７．腫瘍遺伝学
	
	

	８．遺伝生化学
	
	

	９．生殖・発生遺伝学
	
	

	10．バイオインフォマ　　ティクスツールの利用
	
	

	11．社会資源に関する情報収集
	
	


３．臨床遺伝学的診察
遺伝学的診療およびケアを適切に提供できる

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．遺伝性疾患
	
	

	２．メンデル遺伝病
	
	

	３．ミトコンドリア遺伝病
	
	

	４．多因子遺伝病
	
	

	５．染色体疾患
	
	

	６．遺伝性腫瘍
	
	

	７．成人期発症遺伝性疾患
	
	

	８．家系図の作成
	
	

	９．遺伝予後の推定
	
	


４．臨床遺伝学的検査
適切な遺伝学的検査の実施について管理できる

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．遺伝学的検査の　　　原理と選択　　　
	
	

	２．出生前遺伝学的検査
	
	

	３．発症前遺伝学的検査
	
	

	４．保因者遺伝学的検査
	
	

	５．疾患感受性　　　　　遺伝学的検査
	
	

	６．染色体検査
	
	

	７．網羅的遺伝子関連検査
	
	

	８．分析的妥当性、臨床的妥当性、臨床的有用性
	
	

	９．ゲノム薬理学
	
	

	10．遺伝学的検査結果の　標準的記載法
	
	


５．遺伝学的マネジメント
遺伝学的診療におけるマネジメント計画を立てることができる
	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．メディカルスタッフ　　との協働
	
	

	２．サポートグループの紹介
	
	

	３．遺伝子治療の可能性、　　意義と限界
	
	


６．遺伝診療における倫理
遺伝医学の持つ倫理的側面を意識し、実践できる
	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．生命倫理の重要性
	
	

	２．遺伝医療のガイドラインや関連法規の理解
	
	

	３．遺伝学的差別に対する　理解
	
	


７．遺伝学的研究
遺伝学的研究、トランスレーショナルリサーチに関与できる

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．文献や研究結果の評価
	
	

	２．研究における特有の　　倫理的問題への理解
	
	


８．遺伝教育
遺伝教育に積極的に関与できる

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．教育プログラムの策定
	
	

	２．遺伝教育と啓発の
情報発信
	
	


９．コミュニケーション能力
遺伝医療の実践に必要なコミュニケーション能力を有している

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．遺伝カウンセリングの　目的と基本的姿勢
	
	

	２．遺伝カウンセリングの　面接スキル
	
	

	３．医師・医療スタッフとのコンサルテーション
	
	


１０．医療システムにおける遺伝医学
医療システムと遺伝医学の関係を理解している

	項　目
	担　当　者
	研　修　方　法

	１．遺伝医療システムに　　ついての情報整理
	
	

	２．医療経済と医療安全　　を考えた適切な運用
	
	


